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●市立相模原麻溝公園のヘレボルス（ニゲル・ヒブリドゥス合わせて約６,０００株） 
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園芸豆図鑑Vol.17 ヘレボルス―冬の貴婦人クリスマスローズ―�
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■ヘレボルスが見られる場所�

紫竹ガーデン（北海道帯広市）�
国土交通省　みちのく杜の湖畔公園（宮城県柴田郡川崎町）�
環境省　新宿御苑（東京都新宿区）�
都立神代植物公園（東京都調布市）�
市立相模原麻溝公園（神奈川県相模原市）�



冬の貴婦人�
クリスマスローズの名で人気を呼んでいる「ヘレボルス」

は、キンポウゲ科（Ranunculaceae）のヘレボルス(属)

（Helleborus）に属する宿根草で、クレマチス、オダマキ、

トリカブトなどの植物と同じ仲間です。一般に花弁が発達

せず、がく片が花弁状を呈しているのが特徴です。�

日本には明治期に紹介され、「寒シャクヤク」という和名

で、庭植えだけではなく、茶花としても親しまれてきました。

ヘレボルスの育種が本格的に開始されたのは１９世紀後半で、

主に英国やドイツの育種家が、小アジアから持ち帰った原

種を交配して、大きな花、大きな株を作ることから始められ

ました。２０世紀後半になると、原種の優れた形質を活かし

た交配により、大きなブームとなってきました。中でも、女

性育種家のヘレン・バラード（Helen Ballard）の出現は特

出されるものです。�

ヘレン・バラードは、クリアーな花色、丸弁で、花弁が重

なり合った小輪気味の上向きな花（受け咲きの花）、そして、

丈夫で栽培し易い花を追い求めました。彼女は６０歳から本

格的に育種を開始して、１９７４年頃から１９９４年にいたる四

半世紀の中で、５３種におよぶ品種を作出しました。中でも

ブルーの花への憧れは強く、１９９４年に作出した‘John 

Burbeck’はその最たる作品です。彼女は、１９９５年に８６歳

で亡くなりましたが、その功績はヘレボルスの歴史の上で、

けっして忘れられないものとなっています。�

ヘレボルスは、洋風の庭にも和風の庭にも似合う控え目

な美しさが魅力で、最近ではガーデニングの素材として欠

かせない花となっています。花の色、形、姿など、どれをと

っても同じものはなく、交配によって世界に一つしかない

こだわりの花を作ることもできます。冬の貴婦人として愛

されているヘレボルスの世界を楽しんで下さい。�

英名でクリスマスローズと呼ばれているニゲル（H.niger）�
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■ヘレボルスの種類と原生地�

■ヘレボルスの分布（図－１）�

■ヘレボルスの分類（表－１）�

チベタヌスは中国（甘粛省、陜西省、四川省）�

ヘレボルスは、原種（SPECIES）と交配種（HYBRIDS）に区分されます（表－１）。�

原種は、おおよそ１６種に分類され、ヨーロッパ全域から地中海沿岸、バルカン半島、

黒海沿岸、そして中国に分布しています（図－１）。一般に、傾斜のある落葉樹林、低

木の生えている雑木林や岩の多い場所に自生していますが、必ずしも日陰の場所

だけではなく、日当たりの良い場所にも自生しています。日本に比べて気温、特に

夏の気温が低く、雨量が少ない環境で自生していのが特徴です。また、石灰岩質の

アルカリ性の土壌に自生している例が多々みられます。�

交配種はこれらの原種を人工的に交配して作られた園芸種で、有茎種と無茎種に

区分されます。前者は、有茎種の原種同士や有茎種の原種と有茎種の交配種との

交配によって作出されたものです。後者は、ヘレボルス・ヒブリドゥス（Helleborus 

× hybridus）と呼ばれ、オリエンタリス（H.orientalis）、トルカータス（H.torquatus）、

オドルス（H.odorus）などの無茎種の原種をベースに交配して作出されたものです。

花色は様々で、ホワイト、グリーン、ピンク、アプリコット、レッド、パープル、グレー、

ブラック及びそれらが複雑に入り交じった中間色やバイカラー（複色）、ピコティー

にダークネクタリーとバラエティーに富んでいます。�

原  種� 交配種�
有茎種� 無茎種� 有茎種� 無茎種�

ヘレボルス・ヒブリドゥス�
H.×hybridus

ステルニー�
H.×sternii

バラーディアエ�
H.×ballardiae

エリックスミシー�
H.×ericsmithii

ニゲルコルス�
H.×nigercors

フェチダス�
H.foetidus

アウグチフォリウス�
H.argutifolius�

リビダス�
H.lividus�

ニゲル（注1）�
H.niger

ヴェシカリウス（注1）�
H.vesicarius

ムルティフィダス�
H.multifidus�
トルカータス�
H.torquatus�
デュメトラム�
H.dumetorum�
クロアチカス�
H.croaticus�
アトロルベンス�
H.atrorubens

ヴィリディス�
H.viridis�
オリエンタリス�
H.orientalis�
オドルス�
H.odorus�
キクロフィルス�
H.cyclophyllus

プルプラスケンス�
H.purpurascens�
チベタヌス�
H.thibetanus

（注1）有茎種・無茎種の分類が難しい品種。�

●有茎種と無茎種の形状の違い�
原種、交配種とも、その形状から有茎種と無茎種に分類
されます。有茎種とはステム（葉っぱやつぼみの成長を
助ける軸）の先に葉を展開し、その頂点に花を咲かせる
タイプを言います。一方、無茎種とは、葉柄と花軸が別々
に生えてくるタイプを言います。�

従来、オリエンタリス・ハイブリット�
とか、単にオリエンタリス等と呼ば�
れてきましたが、正しい表現では�
ありません。　�

有茎種�

無茎種�



フェチダス　H.foetidus　foetidusは「悪臭のある」という意味。花は筒状で緑色。葉は約１２枚の小葉に分岐。�

フェチダス・ウェスターフリスク　H.foetidus 'Wester Flisk'
ステム（茎）が赤色を呈するのが特徴。�

アウグチフォリウス　H.argutifolius
花は明るい緑色。葉は縁が鋸歯状で３枚の小葉に分岐。�

リビダス　H.lividus
花は緑～桃紫色。葉は暗緑色で銀色のベイン（脈）を伴う３枚の小葉に分岐。�

ニゲル　H.niger�
花は白色。葉は硬く７～９枚の小葉に分岐。�

ニゲル・ダブル　H.niger double�
‘ダブルファンタジー’と呼ばれているメリクロン（成長点培養でできたクローン）株。�

ニゲル　H.niger�
剣弁花のタイプ。�

　フェチダス、アウグチフォリウス、リビダス及
びニゲルがあります。フェチダス、アウグチフ
ォリウスは特に背丈が高くなり、庭の奥手側
やボーダーの素材として最適です。花は緑
色で地味ですが、鈴なりにたくさんの花を咲
かせるため存在感があります。リビダスやニ
ゲルは背丈が低いので、庭の手前側や花
壇に向いています。リビダスはやや耐寒性
に劣りますが、十分庭植えも可能です。ニゲ
ルは純白なものだけではなく、ピンクや赤色
を帯びたものもあります。�

原種有茎種�
Caulescent species

ヴェシカリウス　H.vesicarius　花は筒状で緑色。パープルかブラウンの帯が付く。葉は緑色で水分が多い。�

ムルティフィダス・ヘルツェゴヴィナス　H.multifidus hercegovinus WM9011
multifidusは、「多裂の」という意味。花は緑色で小輪。葉は小さく分岐が多い。�

ムルティフィダス・イストリアカス�
H.multifidus istriacus WM9321
花は緑色で大輪。葉は大きく分岐が少ない。�

ムルティフィダス・ボッコネイ�
H.multifidus bocconei
花は黄色みを帯びた緑色で大輪。葉は小さく分岐が多い。香りを�
有する。�

トルカータス　H.torquatus WM9013
花は内側が緑色で裏側がパープル。パープルのベインが入る。葉は緑色で小さく、鋸歯状を呈する。�

トルカータス　H.torquatus "mult.ssp.serbicus"
花は緑色で丸弁。�

　トルカータス、クロアチカス、アトロルベンス、
オリエンタリス、オドルスなど、１２種があります。
同じ品種、あるいは自生地の同じコロニー
内であっても、花色や花形の変異が大きく
不思議な魅力があります。落葉性の種類と
言われているものでも、日本の気候風土では
落葉しない場合もあります。また、ヴェシカリ
ウスやチベタヌスは独特の筒状の花を咲か
せます。�

原種無茎種�
Acaulescent species〈Ⅰ〉



クロアチカス　H.croaticus WM9313

デュメトラム（ダブル）　H.dumetorum WM9405

デュメトラム　H.dumetorum WM9405
dumetoumは「藪の」の意味。花は緑色で小さい。葉は緑色で約９枚�
の小葉に分岐。�

クロアチカス　H.croaticus

アトロルベンス　H.atrorubens WM9028

アトロルベンス　H.atrorubens WM9317
atrorubensは「暗赤色の」という意味。花はパープル�
で小さい。葉は緑色で１０～１５枚の小葉に分岐。�

原種無茎種�
Acaulescent species〈Ⅱ〉

非常に貴重な原種のダブル。�
内側が淡緑色で裏側が濃い紫色。�

花はダークパープル。葉は緑色で多�
くの小葉に分岐。�

花は内側が赤みを帯びた緑色、裏�
側がパープル。�

花は内側がパープルを帯びた緑色�
で、裏側がパープル。�

原種無茎種�
Acaulescent species〈Ⅲ〉

オリエンタリス・グッタタス　H.orientalis guttatus

オリエンタリス・アブシャシクス　H.orientalis abchasicus

オリエンタリス・コーカシクス　H.orientalis caucasicus
花は緑色を帯びた白色。葉は暗緑色で７～１１枚の小葉に分岐。�

オドルス　H.odorus
odorusは「においのある」という意味。花は緑色。�

オドルス　H.odorus

キクロフィルス　H.cyclophyllus

花は明るい緑色。葉は緑色で約２５�
枚の小葉に分岐。芳香を有するも�
のもある。�

葉は緑色で約１０枚の小葉に分岐。�

guttatusは「滴状の」という意味。�
花は白色でスポットが入る。�

花は赤みを帯びたピンク色。�



プルプラスケンス　H.purpurascens

ヴィリディス　H.viridis�
花が大きいタイプ。�

ヴィリディス　H.viridis

チベタヌス　H.thibetanus

有茎種の交配種�
Caulescent hybrids

原種無茎種�
Acaulescent species〈Ⅳ〉

エリックスミシー　H.×ericsmithii (H.sternii×H.niger)�
花はペールピンク～白色。葉は暗緑色で葉脈を伴う。５～７枚の小葉に分岐。�

バラーディアエ　H.×ballardiae
花は内側がクリームグリーン、外側が桃緑色。葉は緑色で銀色の光沢と葉脈を伴う。�

スノーホワイト　(H.niger×H.orientalis)�
花は白色で中央部にスポットが入る。葉は緑色でつやがある。�

　ニゲルコルス、ステルニー、エリックスミシー、
バラーディアエ、スノーホワイトがあります。異
なった種類の原種有茎種を交雑させ、中間
的な性質の交配種が生まれます。花色や草
丈は、両親の形質を受け継ぎ様 な々変異を
示します。特に、ステルニーは姿の変異が
大きく、コンパクトで鉢向きのもの、垂れさが
るもの、茎が立ち上がるものなど魅力がいっ
ぱいです。また、原種の弱さを補ってどの品
種も丈夫な形質となっていますが、ステルニ
ーを除いて不実です。�

ニゲルコルス　H.×nigercors (H.niger×H.augutifolius)�
花は白～クリーム色。葉は緑色でつやの無い３～５枚の小葉に分岐。�

ステルニー　H.×sternii (H.argutifolius×Ｈ．lividus)�
花は緑色。葉は３枚の小葉に分岐。�

ステルニー　H.×sternii (H.argutifolius×Ｈ．lividus)�
銀葉のステルニー。「シルバースター」�

ステルニー　H.×sternii (H.argutifolius×Ｈ．lividus)�
花は小豆色。�

purpurascensは「帯紫色の」という意味。花は柔らかい�
パープルにグレー、グリーンが入る中間色。葉は緑色で約�
１５枚の小葉に分岐。�

green hellebore とも言われ、viridisは「緑色の」という�
意味。花は暗緑色で小さい。葉は緑色で約２０枚の小葉�
に分岐。�

花は筒状でピンク色。葉は淡緑色で７枚の小葉に分岐。�



無茎種の交配種�
Acaulescent hybrids〈Ⅰ〉

色によって分類するのが一般的ですが、更に、色の入り方によりバイカラー（複色）、ピコティー（覆輪）、
ダークネクタリー（蜜腺が濃い色合い）に、スポットの入り方によりスポット（小班点状）、ブロッチ（斑状）、
フラッシュ（中央部に花火状）、アイ（中央部に集中）、ネット（網目状）に、また、線状の脈の入るベイン
に分類されます。�

ホワイト系（スポット）�
えんじ色のスポットが中央部に入る。�

ホワイト系（ブロッチ）�
スポットが密集して斑状となる。�

ホワイト系（ピコティー）�
赤い覆輪が入るピコティー。ダークネクタリー。�

イエロー系（スポット）�
えんじ色のスポットが中央部に入る。�

イエロー系（ピコティー）�
赤い覆輪が入るピコティー。同色のベインが入る丸弁花。�

イエロー系（ネット）�
薄い黄色地に濃い赤色のネットが拡がる。�

イエロー系（アイ）�
中央部にスポットが固まるアイ。�

イエロー系（フラッシュ）�
フラッシュの剣弁花。ダークネクタリー。�

ホワイト系�
純白の剣弁花。�

無茎種の交配種�
Acaulescent hybrids〈Ⅱ〉

グリーン系（スポット）�
中央部にスポットがまばらに入る。�

グリーン系（スポット）�
えんじ色のスポットが均一に入る。�

グリーン系（ピコティー）�
やや薄め色合いで、赤い覆輪が入る。�

ピンク系�
スポットの無い剣弁花。�

ピンク系（ベイン）�
ダークネクタリーで中央部にグリーンの色合いが入る。�

アプリコット系�
中央部に緑色が入る。�

アプリコット系�
ピンク色が強めに発色している剣弁花。�

アプリコット系�
花弁の縁に切れ目が入っている。�

ピンク系（スポット）�
赤色のスポットが中央部にまばらに入る。�



無茎種の交配種�
Acaulescent hybrids〈Ⅲ〉

灰紫系�
カップ咲きの剣弁花。�

バイカラー�
内側と裏側の色が異なるリバーシブルタイプ。裏側の�
色が濃い。�

灰紫系（スポット）�
スポットが全体に入る丸弁花。�

黒系（ネット）�
細かい網目が入る。�

黒系�
スポットの無いやや剣弁花。ダークネクタリー。�

黒系�
形の不揃いな剣弁花。ダークネクタリー。�

赤系（スポット）�
赤色のスポットが入る。ダークネクタリー。�

赤系�
整った丸弁花。�

赤系（スポット）�
筒状の剣弁花。細かいスポットが入る。�

無茎種の交配種�
Acaulescent hybrids〈Ⅳ〉

ダブル・イエロー　やや薄目のクリームイエロー。花弁の縁にうっすら覆輪が入る。� ダブル・イエロー　えんじ色のスポットがまばらに入る。�

ダブル・ホワイト�
うっすらと花弁の縁に�
覆輪が入るピコティー。�

ダブル・ホワイト　えんじ色のスポットが入る。�

ダブル・ホワイト�
赤色のスポットが入る。�

ダブル・イエロー�
濃いえんじ色のスポットが入る。�

ダブル・ホワイト�
赤い覆輪が入るピコティー。�



無茎種の交配種�
Acaulescent hybrids〈Ⅴ〉

ダブル・イエロー�
全体に赤色のスポットが入る、花弁の縁に赤色の覆輪が入るピコティー。�

ダブル・ピンク�
花弁の縁が若干濃い色合い。�

ダブル・パープル�
ダークカラーのダブル花は貴重。�

セミダブル・ホワイト�
縁に赤色の覆輪が鮮やかなピコティー。放射線状に緑色が入る。�

ダブル・イエロー�
縁に赤色の覆輪が鮮やかなピコティー。外側の花弁は緑色を帯びる。�

セミダブル・パープル�
グリーンの色合いが入る。�

■栽培のポイント�

●年間の管理�
一般の草花は、春頃に生育を開始し、冬季になると活動を休止しま
すが、ヘレボルスは全く正反対のバイオリズムを持っています。１０月に
なると、本格的に生育を開始します。一年間のヘレボルスの生長と育
て方を、図－２の年間管理表（東京付近を基準）に示します。�

●栽培場所�
順応性が高く大概の場所で生育します。理想的には１０月から翌年

の５月までは午前中から日光が十分当たる場所に最低でも3～5時間
置きます。そのほかの季節は落葉樹の樹冠の下などの半日陰、あるい
は午前中２､３時間だけ日光の当たるまだら日陰の場所が最適です｡�

●種の扱い�
５月頃に採取した種や購入した種は、湿らせた状態で鉢の中などで
管理します。種まきの適期は１０月です。１cmくらい覆土して乾かさな
いように管理しますが、過湿にならないよう気を付けましょう。１月～３月
には発芽しますので、本葉がでてきたらポット上げします。�

●株の扱い�
植え替え、株分け等を行う適期は１０月です。古葉取りは、花柄が立

ち上がりやすくすることと、花の見栄えを良くするため、また、放っておく
と腐って病気が発生することもあるので１１月～１２月に実施します。�

●水やり�
水やりの基本は、「表土が乾いたらたっぷり与える」ことです。実際には、地域、季節、周辺環境、株の成長度合いなどによって乾き
具合が変わってくるので、水やりの頻度や量、与える時間帯を変えながら、過湿にならないよう注意しましょう。�

●肥料�
地植えの場合は特別な施肥は必要ないですが、鉢植えの場合は鉢の中の用土からしか栄養を得ることができないので施肥は大事

です。肥料の与え方は、「元肥」として緩効性肥料を施し、「置肥」、「液肥」で追肥します。しかし、夏の休眠期には、肥料を与えません。�

●病気対策�
ヘレボルスが罹患する病気は、糸状菌（カビ）、細菌（バクテリア）、ウイルスが病原となります。ウィルスを媒介するアブラムシやスリッ

プス対策としてアドマイヤーやオルトラン等を交互に、また、灰色カビ病対策としてダコニールやボトキラーを交互に、２ヶ月に１回程度撒
布します。もし病変が疑われる株を発見した場合は、隔離して様子を見ながら対策をたててください。�
�

■年間管理表（図－2）�

種の扱い�

花の成長�

栽培場所�

株の扱い�

水 や り�

肥　　料�

病気対策�

10月� 11月� 12月� 1月� 2月� 3月� 4月� 5月� 6月� 7月� 8月� 9月�

過湿に注意�
し与える�

つぼみがふくらむ�

種の採取�

種まき�

元肥� リン成分の多い液肥や置き肥で追肥する�

アブラムシやスリップス対策としてオルトランやアドマイヤーを交互に1回／2ヶ月の割合で与える�

灰色カビ病対策としてダコニールやボトキラーを交互に1回／2ヶ月の割合で与える�

発芽�

植え付け、植えかえ、株分け（１０月が中心、春は暑くなる前に）�

古葉とり（開花予想株�
以上の大株が対象）�

マルチング（必要に応じて）�

庭植えはほとんど不用。鉢植えは表面が乾いたら午前中にたっぷり与える� 気温が落ち着いた夕方に�
たっぷり与える�

ポット上げ（９cmポット）�

種の保管（とりまきは5月、6月）�

開花期（2月から3月が中心）�

日光の十分（午前中の３～５時間）当たる所� 半日陰からまだら日陰（必要に応じて遮光）�

子房が膨らみはじめたリビダス�


